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一
、
は
じ
め
に
　
大
戦
好
況
期
に
中
央
金
融
市
場
と
し
て
の
東
京
・
大
阪
金
融
市
場
の
位
置
は
著
し
く
上
昇
し
た
。
そ
れ
は
、
大
戦
ブ
ー
ム
が
都
市
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
た
め
、
金
融
市
場
の
拡
大
も
都
市
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
資
金
需
要
が
都
市
に
集
中
し
て
い
た
た
め
、
余
剰
地
方
資
金
が
都
市
に
流
入
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
か
か
る
都
市
金
融
市
場
の
発
展
の
中
で
、
激
し
い
銀
行
間
の
競
争
が
展
開
さ
れ
た
。
銀
行
間
競
争
が
支
店
拡
大
政
策
を
武
器
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
日
本
銀
行
臨
時
調
査
委
員
会
『
欧
州
大
戦
ト
本
邦
金
融
界
』
（
大
正
七
年
十
二
月
）
に
お
い
て
「
預
金
吸
収
争
奪
ノ
原
因
」
の
一
つ
と
し
て
、
「
一
両
年
来
銀
行
ノ
支
店
ヲ
増
設
ス
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
店
拡
大
・
銀
行
間
競
争
激
化
の
傾
向
は
大
戦
ブ
ー
ム
の
終
了
と
と
も
に
終
息
す
る
の
で
は
な
く
、
一
九
二
七
年
の
金
融
恐
慌
の
勃
発
迄
ま
す
ま
す
増
大
の
趨
勢
を
辿
っ
た
。
　
競
争
激
化
の
原
因
と
な
っ
た
支
店
拡
大
は
、
本
店
所
在
都
市
内
に
お
け
る
支
店
拡
大
よ
り
も
、
む
し
ろ
他
都
市
へ
の
支
店
網
の
拡
－307 －
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大
が
主
軸
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
例
え
ば
、
東
京
に
お
け
る
競
争
の
激
化
は
、
他
府
県
の
銀
行
支
店
の
東
京
へ
の
進
出
に
ょ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
の
銀
行
間
競
争
の
実
態
を
、
東
京
・
大
阪
両
金
融
市
場
へ
の
他
府
県
本
店
所
在
銀
行
の
進
出
（
＝
支
店
網
拡
大
）
と
い
う
面
か
ら
具
体
的
に
解
明
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
通
し
て
銀
行
間
競
争
の
金
融
史
的
意
義
を
追
求
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
都
市
と
い
う
場
合
主
と
し
て
六
大
都
市
を
指
す
。
ま
た
、
六
大
都
市
の
う
ち
東
京
・
大
阪
の
み
を
と
り
あ
げ
た
の
は
両
都
市
が
わ
が
国
の
金
融
市
場
の
二
大
中
心
地
と
し
て
卓
絶
し
た
地
位
を
占
め
、
他
の
四
都
市
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
（
Ｉ
）
　
一
九
一
四
年
末
～
一
九
年
末
の
間
に
預
金
・
貸
出
と
も
三
五
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
以
上
拡
大
し
た
一
三
府
県
の
中
に
、
横
浜
を
除
く
六
大
都
　
　
　
　
　
市
所
在
府
県
が
含
ま
れ
て
い
る
（
『
横
浜
市
史
』
第
五
巻
（
中
）
第
三
章
「
金
融
業
の
動
向
」
〔
石
井
寛
治
稿
〕
二
三
四
～
二
三
七
頁
）
。
　
　
（
２
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
『
世
界
大
戦
終
了
後
二
於
ケ
ル
本
邦
財
界
動
揺
史
』
（
『
日
本
金
融
史
資
料
』
明
治
・
大
正
篇
第
二
二
巻
）
四
一
六
頁
。
　
　
（
３
）
　
同
右
資
料
、
一
四
四
頁
。
　
　
（
４
）
　
「
一
両
年
間
各
銀
行
間
に
支
店
増
設
の
計
画
盛
に
行
は
れ
東
京
の
銀
行
に
し
て
大
阪
に
支
店
を
設
ら
る
る
も
の
あ
る
と
同
時
に
大
阪
の
　
　
　
　
　
銀
行
に
し
て
東
京
に
支
店
を
設
く
る
も
の
亦
少
か
ら
ず
特
に
名
古
屋
の
如
き
は
近
来
各
地
銀
行
支
店
の
増
設
最
も
盛
に
し
て
殆
ど
一
種
　
　
　
　
　
の
流
行
を
為
せ
る
の
観
あ
り
」
（
「
預
金
争
奪
問
題
」
『
銀
行
通
信
録
』
三
九
七
号
〔
一
九
一
八
年
一
一
月
二
〇
日
〕
六
五
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
二
、
東
京
・
大
阪
所
在
支
店
銀
行
の
動
向
　
大
戦
好
況
期
及
び
一
九
二
〇
年
忌
慌
か
ら
金
融
恐
慌
勃
発
ま
で
の
時
期
の
東
京
・
大
阪
両
府
へ
の
府
外
普
通
銀
行
支
店
進
出
の
傾
― 309 －
向
を
前
後
の
時
期
と
比
較
し
て
み
よ
う
（
第
一
表
・
第
二
表
）
。
　
東
京
府
に
つ
い
て
見
る
と
、
次
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
∽
　
支
店
数
は
大
戦
好
況
期
と
反
　
動
恐
慌
以
降
の
時
期
に
著
し
く
　
伸
び
、
金
融
恐
慌
後
は
減
少
し
　
て
い
る
。
②
　
支
店
銀
行
の
本
店
所
在
地
が
　
都
市
で
あ
る
か
地
方
で
あ
る
か
　
に
ょ
っ
て
分
類
す
れ
ば
、
大
戦
　
好
況
期
ま
で
は
双
方
と
も
同
じ
　
テ
ン
ポ
で
増
大
し
て
い
る
が
、
　
反
動
恐
慌
後
は
都
市
所
在
銀
行
　
支
店
数
の
伸
び
が
著
し
く
、
地
　
方
所
在
銀
行
の
伸
び
を
大
き
く
　
上
回
る
に
到
っ
た
。
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㈲
　
東
京
府
に
支
店
を
設
置
し
て
い
る
地
方
所
在
銀
行
は
、
当
時
一
千
行
近
く
あ
っ
た
地
方
所
在
普
通
銀
行
の
う
ち
の
ご
く
僅
か
で
　
あ
る
。
地
域
的
に
は
、
東
京
周
辺
県
及
び
北
陸
・
東
山
地
帯
が
比
較
的
多
い
。
西
日
本
の
地
方
所
在
銀
行
は
ほ
と
ん
ど
店
舗
を
持
　
っ
て
い
な
い
。
㈲
　
都
市
所
在
銀
行
で
は
大
阪
府
の
銀
行
が
最
も
多
く
の
店
舗
を
東
京
府
に
設
置
し
て
い
る
。
反
動
恐
慌
後
に
お
け
る
大
阪
府
・
愛
　
知
県
の
銀
行
の
支
店
急
増
と
、
神
奈
川
県
の
銀
行
の
減
少
と
が
対
照
的
で
あ
る
。
京
都
府
所
在
銀
行
の
東
京
進
出
は
見
ら
れ
ず
、
　
兵
庫
県
所
在
銀
行
も
一
行
が
進
出
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
　
次
に
、
同
様
の
こ
と
を
大
阪
府
に
つ
い
て
見
る
。
ｍ
　
支
店
数
の
伸
び
が
反
動
恐
慌
後
に
お
い
て
最
も
著
し
い
こ
と
は
東
京
府
と
同
様
で
あ
る
が
、
大
阪
府
の
ば
あ
い
大
戦
前
の
一
九
　
一
〇
～
一
五
年
の
支
店
数
増
大
が
大
戦
好
況
期
の
支
店
数
の
増
大
を
上
回
っ
て
い
る
。
②
　
地
方
所
在
銀
行
の
支
店
数
は
一
貫
し
て
停
滞
的
で
、
一
九
二
〇
年
か
ら
二
五
年
の
間
に
四
支
店
が
増
大
し
た
だ
け
で
、
数
の
上
　
か
ら
見
て
も
都
市
所
在
銀
行
の
支
店
数
の
数
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
㈲
　
大
阪
府
に
支
店
を
有
す
る
地
方
所
在
銀
行
は
絶
対
数
も
極
め
て
少
な
い
「
最
多
時
で
僅
か
一
○
行
）
が
、
地
域
的
に
も
北
陸
・
　
四
国
・
九
州
に
片
寄
っ
て
い
る
。
㈲
　
都
市
所
在
銀
行
で
は
東
京
府
の
銀
行
が
圧
倒
的
に
多
く
の
支
店
を
有
し
て
い
る
が
、
東
京
府
所
在
銀
行
支
店
数
の
伸
び
は
一
九
　
一
〇
↓
一
五
年
と
反
動
恐
慌
後
に
お
い
て
著
し
い
。
兵
庫
県
所
在
銀
行
支
店
数
は
だ
い
た
い
漸
増
傾
向
を
示
し
、
愛
知
県
所
在
銀
　
行
が
大
戦
以
降
支
店
数
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
神
奈
川
県
所
在
銀
行
は
一
九
一
九
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
ご
く
限
ら
れ
た
銀
行
の
み
が
東
京
・
大
阪
金
融
市
場
に
進
出
し
え
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
位
の
規
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模
の
銀
行
が
東
京
・
大
阪
へ
の
進
出
を
な
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
預
金
規
模
別
に
分
類
す
る
と
第
三
表
・
第
四
表
の
通
り
で
あ
る
（
一
九
一
九
年
末
）
。
東
京
府
・
大
阪
府
に
支
店
を
有
し
て
い
た
府
外
銀
行
を
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
…
…
シ
ン
ジ
ケ
　
ー
ト
銀
行
お
ょ
び
そ
れ
に
準
　
ず
る
規
模
の
都
市
所
在
銀
　
行
。
第
ニ
グ
ル
ー
ブ
…
…
各
県
で
資
　
金
量
が
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
　
る
有
力
地
方
銀
行
。
第
三
グ
ル
ー
プ
…
…
近
郊
府
県
― 312 ―
の
中
小
銀
行
。
　
こ
の
う
ち
第
三
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
銀
行
（
例
え
ば
浦
和
商
業
、
東
葛
な
ど
）
　
は
東
京
近
郊
に
本
店
を
も
つ
銀
行
の
営
業
範
囲
が
東
京
府
に
は
み
出
し
て
き
た
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
資
金
量
か
ら
い
っ
て
も
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
で
あ
る
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
東
京
・
大
阪
に
支
店
進
出
を
な
し
え
た
銀
行
は
都
市
の
大
規
模
銀
行
か
、
地
方
の
有
力
銀
行
で
あ
り
、
底
辺
に
存
在
し
て
い
た
地
方
所
在
群
小
銀
行
や
都
市
所
在
群
小
銀
行
は
他
都
市
へ
営
業
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
、
東
京
・
大
阪
の
金
融
市
場
に
お
け
る
府
外
銀
行
支
店
の
預
金
・
貸
出
残
高
を
検
討
し
た
い
（
第
五
表
・
第
六
表
）
。
こ
の
表
は
東
京
・
大
阪
の
各
銀
行
集
会
所
の
組
合
銀
行
勘
定
で
あ
る
が
、
第
三
グ
ル
ー
プ
の
銀
行
以
外
は
ほ
と
ん
ど
銀
行
集
会
所
― 313 －
－314－
― 315 ―
－316－
― 317 －
－318－
第６表　大阪組合銀行預金・貸出・預貸率
－319－
― 320 －
― 321 －
― 322 －
― 323 ―
に
加
入
し
て
い
る
の
で
東
京
・
大
阪
両
金
融
市
場
に
お
け
る
普
通
銀
行
全
体
の
趨
勢
を
示
す
も
の
と
み
な
し
て
良
い
。
　
ま
ず
、
東
京
の
普
通
銀
行
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
印
　
東
京
に
本
店
を
持
つ
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
一
九
二
〇
年
に
は
九
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
↓
一
九
年
　
に
一
〇
・
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
減
少
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
八
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
台
を
維
持
し
た
。
②
　
本
店
都
市
所
在
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
一
九
一
九
年
↓
一
九
年
に
八
・
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
伸
び
た
が
、
反
動
恐
慌
後
減
少
し
、
　
金
融
恐
慌
後
や
や
回
復
し
た
も
の
の
一
九
二
九
年
水
準
は
越
え
て
い
な
い
。
㈲
　
本
店
地
方
所
在
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
、
一
貫
し
て
き
わ
め
て
小
さ
く
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
こ
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
地
方
　
の
銀
行
の
東
京
支
店
の
役
割
は
主
と
し
て
貸
出
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
預
貸
率
は
常
に
Ｉ
〇
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
大
幅
に
上
回
る
　
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ル
に
も
積
極
的
に
資
金
を
放
出
し
て
い
る
。
㈲
　
東
京
に
本
店
を
も
つ
銀
行
の
う
ち
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
二
九
一
九
年
迄
は
減
少
し
た
が
、
反
動
恐
慌
後
　
著
し
く
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
中
流
銀
行
は
一
九
一
九
年
迄
シ
ェ
ア
ー
を
拡
大
す
る
が
以
後
減
少
し
、
特
に
金
融
恐
慌
後
の
　
落
込
み
は
著
し
い
。
　
次
に
大
阪
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
㈹
　
大
阪
に
本
店
を
も
つ
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
二
八
一
〇
↓
二
五
年
に
一
八
・
一
八
八
Ｉ
セ
ン
ト
減
少
し
た
。
②
　
都
市
所
在
銀
行
支
店
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
、
一
九
一
〇
↓
二
五
年
に
一
九
・
八
八
Ｉ
セ
ン
ト
と
著
し
く
増
大
し
た
。
そ
の
増
大
　
の
主
た
る
内
容
は
、
東
京
本
店
所
在
銀
行
支
店
の
預
金
の
伸
び
で
あ
る
。
佃
　
地
方
所
在
銀
行
の
支
店
の
シ
ェ
ア
ー
は
預
金
・
貸
出
と
も
極
め
て
小
さ
く
、
一
九
一
〇
年
以
降
」
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
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付
な
お
、
東
京
に
お
け
る
と
同
様
、
支
店
は
預
金
を
は
る
か
に
上
回
る
貸
出
を
し
て
い
る
。
㈲
　
大
阪
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
の
う
ち
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
二
九
二
五
年
ま
で
減
少
を
続
け
た
。
シ
ン
ジ
　
ケ
ー
ト
に
属
さ
な
い
中
小
銀
行
の
シ
ェ
ア
ー
は
二
九
一
九
年
ま
で
減
少
し
、
二
五
年
に
一
時
回
復
す
る
が
、
金
融
恐
慌
後
激
減
す
　
る
。
　
以
上
検
討
し
て
来
た
と
こ
ろ
を
、
都
市
所
在
銀
行
と
地
方
所
在
銀
行
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
日
露
戦
後
か
ら
第
一
次
大
戦
期
に
か
け
て
都
市
間
の
銀
行
進
出
が
進
ん
だ
。
東
京
所
在
銀
行
の
大
阪
へ
の
進
出
は
す
で
に
第
一
次
大
戦
前
に
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
追
う
形
で
大
戦
期
に
大
阪
所
在
銀
行
の
東
京
進
出
が
展
開
さ
れ
た
。
前
掲
の
『
欧
州
大
戦
卜
本
邦
金
融
界
』
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
大
阪
の
銀
行
パ
元
来
預
金
ヲ
冒
り
廻
ル
風
ア
ル
カ
ニ
両
年
来
大
阪
ノ
銀
行
ニ
シ
テ
東
京
其
他
二
支
店
ヲ
新
設
ス
ル
モ
ノ
多
ク
新
支
店
二
於
テ
大
阪
流
ノ
預
金
掻
キ
集
メ
ヲ
実
行
シ
タ
ル
コ
ト
ハ
往
々
其
地
方
ニ
ケ
於
ル
預
金
争
奪
ノ
導
火
線
ト
ナ
リ
若
ク
ハ
其
趨
勢
ヲ
助
成
シ
タ
ル
ヤ
ノ
感
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
大
阪
の
銀
行
の
東
京
進
出
の
前
提
と
し
て
の
東
京
所
在
銀
行
の
大
阪
進
出
が
大
阪
所
在
銀
行
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
反
動
恐
慌
後
、
東
京
・
大
阪
に
お
け
る
県
外
銀
行
の
支
店
設
置
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の
激
増
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ェ
ア
ー
の
方
は
む
し
ろ
停
滞
・
減
少
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
に
お
け
る
都
市
所
在
銀
行
の
支
店
の
預
金
シ
ェ
ア
ー
は
二
九
一
九
↓
二
五
年
に
て
ハ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
。
大
阪
で
は
シ
ェ
ア
は
増
大
し
て
い
る
が
、
一
九
二
一
年
の
十
五
銀
行
と
浪
速
銀
行
の
合
併
、
二
三
年
の
安
田
大
合
同
に
よ
る
百
三
十
銀
行
の
消
滅
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
増
大
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
間
、
東
京
・
大
阪
組
合
銀
行
全
体
の
預
金
量
は
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
、
銀
行
間
の
競
争
の
激
化
は
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
一
店
舗
当
り
の
預
金
残
高
は
顕
著
な
減
少
を
示
し
た
だ
け
で
な
く
、
店
舗
数
が
数
倍
に
な
っ
て
も
全
体
の
預
金
額
が
ほ
と
ん
― 325 －
― 326 －
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一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
に
お
け
る
支
店
銀
行
制
度
の
展
開
と
都
市
金
融
市
場
ど
増
加
し
な
い
銀
行
も
存
在
し
た
（
第
七
表
・
第
八
表
）
。
こ
の
よ
う
な
支
店
乱
立
に
よ
る
預
金
争
奪
競
争
が
預
金
コ
ス
ト
を
引
上
げ
、
経
営
に
圧
迫
を
加
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
都
市
に
お
け
る
普
通
銀
行
の
資
金
量
伸
び
の
停
滞
は
、
反
動
恐
慌
後
の
「
慢
性
的
不
況
」
に
主
と
し
て
起
因
す
る
が
、
財
閥
系
信
託
会
社
の
創
設
は
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
　
他
方
、
地
方
所
在
銀
行
の
支
店
の
方
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
規
模
と
実
力
か
ら
い
っ
て
都
市
金
融
市
場
で
の
地
位
は
低
く
、
都
市
所
在
銀
行
と
競
争
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地
方
所
在
銀
行
の
支
店
拡
大
の
目
的
は
主
と
し
て
遊
資
の
運
用
に
あ
っ
た
か
ら
、
都
市
所
在
銀
行
と
は
直
接
競
合
関
係
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
銀
行
に
と
っ
て
は
都
市
に
進
出
で
き
る
か
否
か
は
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
。
地
方
金
融
市
場
に
お
け
る
資
金
の
季
節
的
変
動
と
、
大
戦
以
降
顕
著
に
増
大
し
た
恒
常
的
な
遊
資
を
調
節
・
運
用
す
る
た
め
に
は
、
都
市
金
融
市
場
と
の
連
繋
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
を
独
力
で
な
し
え
な
け
れ
ば
、
都
市
所
在
銀
行
の
下
締
に
連
な
っ
て
従
属
的
な
関
係
に
組
み
込
ま
れ
る
他
な
い
。
名
古
屋
へ
の
連
出
に
失
敗
し
て
、
第
一
銀
行
の
系
列
下
に
入
っ
た
十
六
銀
行
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
ろ
う
。
　
地
方
所
在
銀
行
東
京
支
店
の
役
割
を
具
体
的
に
見
た
い
（
第
九
表
・
第
十
表
）
。
第
四
銀
行
の
場
合
、
東
京
支
店
の
貸
出
コ
ー
ル
・
ロ
ー
ン
は
全
店
の
貸
出
コ
ー
ル
・
ロ
ー
ン
の
三
割
か
ら
五
割
に
及
ん
で
い
る
。
『
第
四
銀
行
百
年
史
』
も
「
県
内
本
支
店
の
余
剰
資
金
は
東
京
支
店
を
通
じ
て
貸
出
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
水
田
単
作
地
帯
で
あ
る
新
潟
に
お
け
る
過
剰
資
金
が
東
京
支
店
か
ら
放
出
さ
れ
た
。
第
四
銀
行
東
京
支
店
の
貸
出
は
「
有
価
証
券
担
保
で
手
堅
く
行
な
わ
れ
」
た
と
言
わ
れ
る
が
、
か
か
る
堅
実
な
貸
出
先
を
確
保
す
る
こ
と
は
ご
く
限
ら
れ
た
有
力
地
方
所
在
銀
行
し
か
行
な
い
え
な
か
っ
た
。
富
山
県
の
十
二
銀
行
は
東
京
・
大
阪
の
両
都
市
に
支
店
を
有
し
た
数
少
な
い
地
方
所
在
銀
行
の
一
つ
で
あ
る
が
、
支
店
設
置
の
目
的
は
第
四
銀
行
と
同
じ
く
「
過
剰
金
の
－328－
― 329 －
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多
く
の
地
方
所
在
銀
行
の
支
店
が
貸
出
先
を
都
市
に
求
め
た
の
に
対
し
て
、
反
対
に
都
市
で
預
金
吸
収
を
行
な
っ
た
地
方
所
在
銀
行
も
例
外
的
に
存
在
す
る
。
東
山
養
蚕
製
糸
地
帯
の
第
十
九
銀
行
（
長
野
県
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。
第
十
九
銀
行
の
東
京
支
店
は
季
節
変
動
の
激
し
い
製
糸
資
金
の
調
節
も
主
要
な
役
割
で
あ
っ
た
が
、
大
正
八
年
上
期
末
に
は
全
店
の
六
割
の
預
金
を
東
京
支
店
一
志
で
調
達
し
て
い
る
。
反
動
恐
慌
後
に
は
東
京
支
店
の
預
金
の
割
合
は
著
し
く
減
少
し
た
が
、
都
市
所
在
銀
行
と
の
競
争
が
激
化
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
に
進
ん
だ
三
菱
銀
行
へ
の
従
風
化
は
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
　
以
上
、
大
戦
期
に
盛
ん
に
な
り
、
反
動
恐
慌
後
に
頂
点
に
達
し
た
銀
行
間
競
争
は
、
主
と
し
て
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
を
中
心
と
す
る
都
市
所
在
銀
行
間
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
、
中
小
銀
行
と
の
競
争
を
含
み
っ
つ
も
、
基
本
的
に
は
独
占
間
競
争
で
あ
っ
た
。
地
方
所
在
銀
行
と
の
間
の
競
争
は
す
で
に
そ
れ
以
前
に
結
着
が
つ
い
て
い
て
お
り
、
ま
た
都
市
所
在
の
銀
行
で
も
底
辺
に
位
置
す
る
群
小
銀
行
（
一
九
一
九
年
末
の
東
京
本
店
所
在
銀
行
は
貯
蓄
銀
行
と
普
通
銀
行
を
合
わ
せ
て
一
五
三
行
の
存
在
し
た
）
は
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
と
競
争
し
う
る
条
件
に
は
な
か
っ
た
。
　
　
（
１
）
　
厳
密
に
は
東
京
・
大
阪
市
内
に
限
る
必
要
が
あ
る
が
、
便
宜
上
府
内
全
体
を
含
め
た
。
な
お
、
東
京
組
合
銀
行
、
大
阪
組
合
銀
行
の
範
　
　
　
　
　
囲
は
市
内
の
み
で
あ
る
。
　
　
（
２
）
　
本
稿
で
は
全
て
支
店
、
出
張
所
を
含
め
て
計
算
し
て
い
る
が
、
煩
雑
に
な
る
の
で
名
称
は
支
店
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
貯
蓄
銀
行
・
特
　
　
　
　
　
殊
銀
行
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
た
だ
し
、
貯
蓄
銀
行
業
務
を
行
な
う
兼
業
普
通
銀
行
は
加
え
て
あ
る
。
　
　
（
３
）
　
都
市
所
在
銀
行
を
都
市
銀
行
、
地
方
所
在
銀
行
を
地
方
銀
行
と
呼
ば
な
い
の
は
、
都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
の
概
念
を
独
占
的
銀
行
、
非
　
　
　
　
　
独
占
的
銀
行
の
意
味
で
用
い
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
（
石
井
寛
治
「
地
方
銀
行
の
成
立
過
程
」
『
地
方
金
融
史
研
　
　
　
　
　
究
』
第
三
号
〔
一
九
七
〇
年
一
二
月
〕
一
～
二
頁
参
照
）
。
な
お
、
本
稿
で
は
混
乱
す
る
の
で
、
都
市
銀
行
の
代
り
に
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
　
　
　
　
　
銀
行
の
名
称
を
用
い
た
。
－332－
　
（
４
）
　
横
浜
の
金
融
的
地
位
の
後
退
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
横
浜
市
史
』
第
五
巻
第
三
章
参
照
。
　
（
５
）
　
京
都
は
他
の
五
大
都
市
と
は
違
い
、
常
に
資
金
過
剰
の
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
各
都
市
所
在
銀
行
が
預
金
吸
収
の
た
め
に
争
っ
て
支
店
　
　
　
　
を
設
置
し
た
（
『
三
菱
銀
行
史
』
〔
一
九
五
四
年
〕
一
四
二
百
参
照
）
。
　
（
６
）
　
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
と
は
、
国
債
引
受
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
る
銀
行
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
九
一
七
年
現
在
シ
ン
ジ
　
　
　
　
ケ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
、
三
井
、
三
菱
、
第
一
、
安
田
、
第
三
、
十
五
、
川
崎
、
第
百
（
以
上
東
京
）
、
住
友
、
鴻
池
、
山
口
、
三
十
　
　
　
　
四
退
速
、
加
島
、
近
江
、
百
三
十
（
以
上
大
阪
）
、
愛
知
、
名
古
屋
、
明
治
（
名
古
屋
）
の
一
九
行
で
統
一
し
て
あ
る
。
　
（
７
）
　
前
掲
『
日
本
金
融
史
資
料
』
第
二
二
巻
、
一
四
四
頁
。
　
（
８
）
　
麻
島
昭
一
『
日
本
信
託
業
発
展
史
』
第
二
編
第
五
章
参
照
。
　
（
９
）
　
拙
稿
「
地
方
金
融
市
場
の
展
開
と
都
市
銀
行
」
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
七
号
（
一
九
七
六
年
三
月
）
参
照
。
　
（
1
0
）
　
『
第
四
銀
行
百
年
史
』
（
一
九
七
四
年
）
三
〇
三
頁
。
　
（
1
1
）
　
同
上
書
、
三
〇
三
頁
。
　
（
1
2
）
　
『
十
二
銀
行
史
』
（
一
九
四
四
年
）
六
一
頁
。
　
（
1
3
）
　
伊
藤
正
直
「
製
糸
・
養
蚕
業
の
動
揺
と
地
方
銀
行
群
の
存
在
形
態
」
『
土
地
制
度
史
学
』
第
六
七
号
（
一
九
七
五
年
四
月
）
　
一
七
頁
。
　
（
1
4
）
　
地
方
銀
行
の
大
規
模
化
の
余
地
は
二
九
一
〇
年
以
降
は
消
滅
す
る
と
い
う
、
石
井
寛
治
氏
の
説
は
こ
こ
か
ら
も
検
証
さ
れ
る
。
（
前
掲
、
　
　
　
　
石
井
論
文
、
一
八
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
三
　
預
金
利
子
協
定
と
銀
行
間
競
争
制
裁
規
程
を
と
も
な
う
本
格
的
な
預
金
利
子
協
定
が
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
の
は
二
九
一
八
年
一
一
月
で
あ
っ
た
。
大
戦
期
に
激
化
し
た
預
金
争
奪
競
争
が
不
健
全
な
貸
出
に
つ
な
が
り
、
銀
行
の
経
営
体
質
を
弱
め
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
高
橋
是
清
蔵
相
の
諾
意
に
ょ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
金
融
恐
慌
以
前
に
お
い
て
は
こ
の
協
定
は
ほ
と
ん
ど
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
東
洋
経
済
新
報
』
は
、
「
若
し
預
金
協
定
の
励
行
を
厳
重
に
言
う
な
ら
、
違
反
の
事
実
な
き
銀
行
は
、
殆
ど
数
ふ
る
に
足
る
ま
い
」
「
寧
ろ
斯
く
の
如
き
有
名
無
実
の
協
定
励
行
は
之
を
廃
止
し
銀
行
信
用
維
持
の
目
的
は
、
無
理
の
な
き
他
の
方
法
を
以
て
す
る
に
如
く
は
な
い
」
と
迄
述
べ
て
い
る
。
預
金
利
子
協
定
に
参
加
し
て
い
る
銀
行
は
、
各
地
の
銀
行
集
会
所
組
合
銀
行
よ
り
は
範
囲
が
狭
か
っ
た
か
ら
、
中
流
銀
行
の
一
部
と
組
合
銀
行
以
外
の
零
細
銀
行
は
預
金
利
率
の
拘
束
を
受
け
な
か
っ
た
。
協
定
利
率
は
東
京
・
大
阪
で
は
甲
種
・
乙
種
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
乙
種
の
方
が
利
率
が
高
く
、
甲
・
乙
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
は
加
盟
銀
行
の
自
由
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
加
盟
銀
行
間
の
信
用
程
度
に
差
が
あ
る
た
め
で
、
甲
・
乙
の
所
属
は
ほ
ぼ
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
と
そ
れ
以
外
の
銀
行
と
い
う
分
類
と
一
致
す
る
（
第
一
一
表
）
。
な
お
、
愛
知
・
名
古
屋
・
明
治
の
名
古
屋
に
本
店
を
置
く
三
行
は
、
東
京
で
は
乙
種
銀
行
に
加
わ
っ
て
い
た
が
、
三
行
で
協
定
し
て
甲
乙
の
中
間
利
率
を
保
っ
て
い
た
。
　
協
定
利
率
で
較
差
を
つ
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
定
違
反
の
利
子
つ
り
上
げ
を
先
導
し
た
の
は
乙
種
銀
行
で
あ
っ
た
。
当
時
、
第
一
銀
行
大
阪
支
店
長
で
あ
っ
た
野
口
弥
三
は
、
「
こ
と
に
小
さ
い
銀
行
、
藤
本
ビ
ル
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
か
、
小
さ
い
銀
行
は
な
か
な
か
利
子
を
つ
り
上
げ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
甲
種
銀
行
が
協
定
を
遵
守
し
た
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
同
じ
く
野
口
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
「
大
銀
行
は
そ
う
い
う
規
則
を
置
く
と
、
な
か
な
か
や
か
ま
し
く
厳
守
す
る
方
で
す
か
ら
、
少
し
も
違
反
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
し
か
し
大
き
な
銀
行
で
も
、
何
と
か
口
実
が
つ
け
ば
や
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
具
体
的
に
甲
種
銀
行
の
い
か
な
る
レ
ベ
ル
の
銀
行
の
協
定
違
反
が
著
し
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
実
性
の
商
い
史
料
は
大
阪
に
関
す
る
も
の
し
か
入
手
し
え
て
い
な
い
の
で
、
大
阪
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
大
正
十
三
年
の
第
一
銀
行
支
店
長
会
議
で
の
大
阪
支
店
長
野
口
弥
三
の
発
言
に
、
「
五
人
ノ
実
行
委
員
が
協
定
違
反
ノ
推
定
ノ
出
来
ル
モ
ノ
ノ
内
ョ
リ
湯
川
君
が
委
員
ヲ
代
表
シ
テ
警
告
ヲ
発
シ
タ
ル
銀
行
ハ
、
近
江
、
藤
田
、
十
五
、
鴻
池
、
名
古
屋
ノ
五
行
八
牡
」
と
あ
る
。
ま
た
、
後
の
回
顧
談
で
あ
る
か
ら
史
料
的
確
実
性
は
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
野
口
の
「
向
う
・
で
は
住
友
、
山
口
、
そ
れ
と
東
京
の
方
の
三
銀
行
、
こ
の
三
つ
は
厳
重
に
守
っ
て
お
っ
た
の
で
す
ね
」
と
の
発
言
も
当
時
の
責
任
者
の
発
言
と
し
て
一
応
信
用
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
東
京
の
方
の
銀
行
と
は
三
井
、
三
菱
、
第
一
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
は
や
や
下
る
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
三
井
銀
行
支
店
長
会
に
お
け
る
大
阪
西
支
店
の
報
告
の
中
で
、
預
金
利
子
協
定
お
よ
び
そ
の
他
の
預
金
利
子
に
関
連
す
る
取
極
に
違
反
し
て
い
る
銀
行
の
実
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
銀
行
に
三
十
四
（
本
店
・
九
条
支
店
）
・
住
友
（
新
町
出
張
所
）
・
鴻
池
（
南
支
店
）
・
野
村
（
支
店
名
不
詳
）
・
安
田
（
支
店
名
不
詳
）
が
あ
る
。
以
上
の
史
料
か
ら
推
定
す
る
な
ら
ば
、
三
井
・
三
菱
の
総
合
財
閥
系
銀
行
と
第
一
銀
行
は
だ
い
た
い
協
定
の
範
囲
内
の
利
子
を
つ
け
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
・
か
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
三
行
が
反
動
恐
慌
か
ら
金
融
恐
慌
に
到
る
時
期
に
支
店
網
を
ほ
と
ん
ど
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
　
総
合
財
閥
系
の
二
行
が
預
金
競
争
に
超
然
と
し
て
い
た
の
は
、
両
財
閥
傘
下
企
業
が
大
戦
中
に
巨
大
な
超
過
利
潤
を
獲
得
し
、
自
己
金
融
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
余
裕
金
を
傘
下
の
銀
行
に
預
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
行
の
資
金
が
極
め
て
豊
富
な
状
態
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
三
井
銀
行
の
池
田
成
彬
は
支
店
長
会
議
で
安
田
銀
行
預
金
協
定
違
反
事
件
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
訓
示
し
て
い
る
。
「
安
田
ハ
之
が
為
メ
ニ
現
実
二
数
百
万
円
ノ
預
金
減
少
ヲ
来
タ
シ
タ
銀
行
界
ハ
勿
論
一
般
世
間
ノ
同
行
二
対
ス
ル
信
用
ハ
著
シ
ク
低
下
シ
マ
シ
タ
。
」
「
今
ヤ
当
地
ノ
協
定
銀
行
ハ
規
約
ヲ
改
定
シ
協
定
ノ
維
持
励
行
ヲ
企
図
シ
テ
居
ル
次
第
デ
ア
ル
カ
ラ
各
店
二
於
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テ
モ
其
維
持
二
一
層
努
カ
サ
レ
タ
イ
デ
ア
リ
マ
ス
。
」
　
第
一
銀
行
が
協
定
を
遵
守
し
え
た
の
は
、
渋
沢
栄
一
創
設
の
銀
行
と
し
て
信
用
が
高
か
っ
た
た
め
と
、
堅
実
な
貸
出
方
針
を
と
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
協
定
を
遵
守
し
た
こ
と
の
結
果
、
こ
の
間
預
金
は
減
少
し
た
。
　
以
上
の
三
行
以
外
の
銀
行
は
い
ず
れ
も
預
金
獲
得
競
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
総
合
財
閥
系
銀
行
の
一
つ
で
あ
る
住
友
銀
行
で
さ
え
も
、
「
二
流
都
市
銀
行
間
の
店
舗
増
設
競
争
に
ひ
き
ず
ら
れ
た
か
た
ち
で
店
舗
数
増
加
さ
せ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
　
一
九
二
五
年
の
安
田
の
預
金
協
定
違
反
事
件
は
、
他
の
銀
行
も
行
な
っ
て
い
た
違
反
の
う
ち
安
田
の
違
反
だ
け
が
た
ま
た
ま
摘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
、
当
時
の
安
田
銀
行
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
同
行
の
浅
草
支
店
が
浅
草
区
の
公
金
を
協
定
利
率
よ
り
五
厘
高
の
六
分
五
厘
で
預
か
っ
た
こ
と
が
協
定
違
反
に
問
わ
れ
た
も
の
で
、
除
名
処
分
は
適
用
さ
れ
ず
、
副
頭
取
結
城
豊
太
郎
の
陳
謝
で
結
着
を
み
た
。
安
田
銀
行
は
こ
の
数
ケ
月
前
に
も
小
倉
支
店
で
協
定
違
反
事
件
を
お
こ
し
て
い
る
。
当
時
の
安
田
銀
行
が
預
金
吸
収
に
か
く
も
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
信
用
力
が
三
井
・
三
菱
に
く
ら
べ
て
低
か
っ
た
の
に
加
え
て
、
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
浅
野
財
閥
の
資
金
需
要
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
よ
り
典
型
的
な
事
例
は
十
五
銀
行
の
場
合
　
　
（
2
0
）
で
あ
る
。
大
戦
期
に
他
人
資
金
を
借
入
れ
て
急
成
長
し
、
反
動
恐
慌
で
事
業
が
行
詰
り
、
固
定
債
務
を
抱
え
る
に
到
っ
た
二
流
事
業
財
閥
と
連
携
関
係
に
あ
る
銀
行
の
場
合
、
自
行
の
流
動
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
連
携
事
業
財
閥
に
追
加
資
金
を
供
給
す
る
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
預
金
を
吸
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
預
金
利
率
の
引
上
げ
は
必
然
的
に
預
金
コ
ス
ト
の
上
昇
を
も
た
ら
す
か
ら
、
固
定
貸
の
累
積
と
と
も
な
っ
て
銀
行
の
経
営
内
容
を
悪
化
さ
せ
た
。
金
融
恐
慌
後
の
数
字
で
あ
る
が
、
安
田
銀
行
の
預
金
原
価
（
預
金
平
均
利
率
十
対
預
金
営
業
費
年
率
）
は
五
・
八
六
八
Ｉ
セ
ン
ト
で
、
第
一
の
五
・
二
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
三
菱
の
五
・
四
九
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。
か
か
る
預
金
コ
ス
ト
の
上
昇
が
三
井
・
三
菱
・
第
一
の
三
行
と
そ
の
他
の
銀
行
と
― 336 －
れ
に
次
い
で
脆
弱
な
部
分
は
、
総
合
財
闘
茶
銀
行
及
び
第
一
銀
行
を
除
く
二
流
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
五
と
近
江
は
金
融
恐
慌
で
破
綻
し
、
加
島
と
明
治
も
後
に
消
滅
し
た
。
二
流
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
の
方
が
、
中
流
銀
行
よ
り
も
相
対
的
に
強
固
だ
っ
た
理
由
と
し
て
、
資
金
量
の
相
違
と
い
う
理
由
以
外
に
、
都
市
の
預
金
が
伸
び
悩
ん
だ
一
九
二
〇
年
代
に
二
流
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
が
地
方
に
支
店
網
を
拡
大
し
え
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
　
三
井
・
三
菱
の
両
財
閥
系
銀
行
と
、
第
一
銀
行
は
独
占
間
競
争
の
中
で
終
始
優
位
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
、
住
友
も
二
流
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
と
の
競
争
に
一
部
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
の
、
住
友
財
閥
の
堅
固
な
産
業
的
基
盤
に
よ
っ
て
優
位
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
（
１
）
　
明
石
照
男
・
鈴
水
蜜
久
『
日
本
金
融
史
』
第
二
巻
（
一
九
五
八
年
）
七
二
頁
。
　
　
（
２
）
　
麻
島
、
前
掲
書
、
二
五
一
～
一
完
二
頁
。
そ
の
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
反
動
恐
慌
以
降
の
独
占
的
銀
行
を
中
心
と
す
る
競
争
の
中
で
、
最
も
脆
弱
な
環
で
あ
っ
た
の
が
独
占
的
銀
行
（
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
）
の
周
辺
に
位
置
す
る
中
流
銀
行
（
村
井
・
中
井
・
八
十
四
・
古
河
・
藤
田
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
間
に
収
益
率
の
較
差
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
経
常
収
益
率
で
な
い
の
で
不
正
確
と
は
い
え
、
第
一
二
表
の
純
利
益
率
よ
り
お
お
よ
－337－
（
３
）
　
「
銀
行
の
預
金
利
子
協
定
違
反
と
銀
行
監
督
問
題
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
一
六
三
号
（
一
九
二
五
年
八
月
二
九
日
）
四
二
五
頁
。
（
４
）
　
「
戦
前
に
お
け
る
銀
行
間
預
金
金
利
の
格
差
に
つ
い
て
」
（
松
村
秀
夫
稿
）
『
金
融
』
一
一
四
号
（
一
九
五
六
年
九
月
）
二
三
頁
。
（
５
）
　
高
橋
亀
吉
『
日
本
金
融
論
』
（
一
九
三
一
年
）
　
一
三
三
頁
。
（
６
）
　
甲
乙
種
間
の
定
期
預
金
金
利
の
較
差
は
二
九
二
一
年
三
月
～
二
七
年
一
〇
月
の
間
は
五
厘
で
あ
っ
た
　
（
「
銀
行
預
金
及
び
貸
出
金
利
協
　
　
　
定
（
東
京
）
沿
革
」
〔
松
村
秀
夫
稿
〕
『
金
融
』
五
六
号
〔
一
九
五
こ
こ
一
月
〕
）
。
（
７
）
　
『
第
一
銀
行
史
話
・
野
口
弥
三
氏
（
第
二
回
）
』
（
一
九
五
二
年
）
〔
第
一
勧
業
銀
行
蔵
〕
一
一
九
～
一
二
〇
頁
。
（
８
）
　
同
上
史
料
、
一
二
二
頁
。
（
９
）
　
第
一
銀
行
『
支
店
長
会
議
議
事
録
』
（
大
正
一
三
年
五
月
）
〔
第
一
勧
業
銀
行
蔵
〕
。
（
1
0
）
　
前
掲
『
第
一
銀
行
史
話
』
一
一
九
頁
。
（
1
1
）
　
三
井
銀
行
『
支
店
長
会
報
告
要
領
日
』
（
昭
和
四
年
）
〔
三
井
銀
行
蔵
〕
。
（
1
2
）
　
山
口
銀
行
は
東
京
で
大
幅
に
支
店
網
を
拡
大
し
て
い
る
の
で
、
野
口
の
発
言
が
東
京
で
も
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
（
1
3
）
　
加
藤
俊
彦
『
日
本
の
銀
行
家
』
（
一
九
七
〇
年
）
八
二
～
八
三
、
回
一
七
～
一
一
一
八
頁
。
（
1
4
）
　
「
大
正
一
四
年
度
支
店
長
会
　
池
田
常
務
取
締
役
演
説
案
」
〔
三
井
銀
行
蔵
〕
（
1
5
）
　
『
第
一
銀
行
史
』
上
巻
（
一
九
五
七
年
）
九
〇
七
～
九
〇
八
頁
。
（
1
6
）
　
伊
牟
田
敏
充
「
地
方
銀
行
と
他
金
融
機
関
と
の
関
係
ｌ
ｌ
両
大
戦
間
金
融
構
造
分
析
序
説
」
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
七
号
（
一
九
七
　
　
　
六
年
三
月
）
二
六
頁
。
（
1
7
）
　
「
安
田
銀
行
協
定
違
反
問
題
解
決
」
『
銀
行
通
信
銀
』
第
四
七
六
号
（
一
九
二
五
年
九
月
）
二
〇
五
～
三
〇
六
頁
。
（
1
8
）
　
「
小
倉
組
合
銀
行
二
対
ス
ル
預
金
協
定
違
反
事
件
二
関
ス
ル
通
牒
ノ
件
　
　
　
　
去
月
十
五
日
大
阪
毎
日
新
聞
西
部
号
二
於
テ
安
田
銀
行
小
倉
支
店
預
金
協
定
違
反
事
件
発
表
以
来
当
組
合
銀
行
二
於
テ
ハ
事
態
重
大
－338－
　
　
　
　
　
ナ
リ
ト
シ
同
月
十
八
日
代
表
委
員
ヲ
立
テ
同
組
合
ノ
中
堅
タ
ル
住
友
、
第
一
両
支
店
二
対
シ
預
金
協
定
規
約
ノ
励
行
ヲ
勧
告
シ
置
キ
タ
　
　
　
　
　
ル
ニ
不
拘
同
月
二
十
二
日
急
二
日
銀
門
司
支
店
長
ノ
仲
裁
ニ
テ
陳
謝
ノ
ミ
ニ
テ
事
済
ミ
ト
ナ
リ
タ
ル
ハ
甚
タ
迷
惑
ナ
リ
ト
シ
本
月
一
日
　
　
　
　
　
当
行
、
住
友
及
若
松
及
若
松
商
業
代
表
委
員
ト
ナ
リ
関
門
実
行
委
員
一
同
ヲ
訪
問
シ
善
後
策
ヲ
協
議
シ
置
キ
タ
ル
カ
同
組
合
二
於
テ
ハ
　
　
　
　
　
小
倉
組
合
銀
行
二
対
シ
テ
規
定
二
拠
ラ
ス
シ
テ
処
理
シ
ク
ル
ハ
特
二
遺
憾
ト
ス
ル
旨
ノ
通
牒
ヲ
発
ス
ル
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
当
組
合
　
　
　
　
　
二
於
テ
モ
同
様
通
牒
ヲ
発
ス
ル
事
ト
セ
リ
（
五
月
二
十
三
日
付
）
」
三
井
銀
行
『
報
知
附
録
』
第
三
三
六
七
号
　
（
大
正
一
四
年
五
月
二
　
　
　
　
　
八
日
）
〔
三
井
文
庫
蔵
〕
一
頁
。
な
お
、
三
三
四
九
号
（
大
正
一
四
年
四
月
二
〇
日
）
に
も
「
安
田
銀
行
小
倉
支
店
ノ
協
定
違
反
」
の
　
　
　
　
　
記
事
が
あ
る
。
　
　
（
1
9
）
　
「
安
田
銀
行
は
、
世
間
の
目
か
ら
見
る
と
、
五
大
銀
行
と
云
ふ
や
う
な
二
流
銀
行
の
仲
間
入
は
出
来
な
い
、
寧
ろ
川
百
（
川
崎
第
百
銀
　
　
　
　
　
行
ー
引
用
者
）
な
ど
と
同
列
に
扱
は
れ
て
居
る
の
だ
と
云
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
」
（
「
安
田
銀
行
の
信
用
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
三
二
六
　
　
　
　
　
号
〔
一
九
二
八
年
一
一
月
二
四
日
〕
二
Ｉ
頁
）
。
　
　
（
2
0
）
　
日
本
銀
行
調
査
局
『
十
五
銀
行
ノ
破
綻
原
因
及
其
整
理
』
（
昭
和
四
年
七
月
）
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
篇
・
第
二
四
巻
、
参
照
。
　
　
（
2
1
）
　
前
掲
「
安
田
銀
行
の
信
用
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
第
一
三
二
六
号
、
二
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
四
　
展
　
　
望
　
昭
和
金
融
恐
慌
は
当
時
の
わ
が
国
の
金
融
構
造
の
最
も
弱
い
部
分
で
あ
っ
た
都
市
中
流
銀
行
と
二
流
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
の
没
落
と
再
編
を
も
た
ら
し
た
。
金
融
恐
慌
で
破
綻
し
た
十
五
・
近
江
な
ど
の
銀
行
だ
け
で
な
く
、
財
閥
系
三
行
以
外
の
す
べ
て
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
は
何
ら
か
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
一
九
二
七
年
の
川
崎
銀
行
と
第
百
銀
行
の
合
併
、
三
三
年
の
山
口
・
鴻
池
・
三
十
四
、
三
行
の
合
併
、
一
九
二
九
年
の
加
島
銀
行
の
破
産
、
三
四
年
の
明
治
銀
行
の
破
産
も
金
融
恐
慌
に
よ
る
独
占
的
銀
行
群
の
再
編
過
程
－339－
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
再
編
過
程
で
圧
倒
的
に
優
位
に
立
っ
た
の
は
総
合
財
閥
系
三
行
で
あ
っ
た
。
「
金
融
恐
慌
以
来
の
資
金
偏
在
傾
向
は
第
一
段
に
お
い
て
地
方
銀
行
や
中
小
銀
行
を
没
落
さ
せ
た
が
、
第
二
股
の
過
程
に
お
い
て
更
に
一
流
銀
行
間
の
懸
隔
を
大
に
し
、
二
三
の
超
一
流
銀
行
の
み
の
金
融
制
覇
時
代
を
現
出
す
る
に
至
つ
た
。
」
一
九
三
一
年
四
月
の
預
金
利
下
に
お
い
て
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
銀
行
間
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
足
並
が
乱
れ
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
解
散
論
も
出
る
に
至
っ
た
。
　
反
動
恐
慌
後
の
独
占
間
競
争
は
金
融
恐
慌
で
一
応
の
結
着
を
み
た
の
で
あ
る
。
　
　
（
１
）
　
「
そ
れ
（
三
行
の
合
併
ー
引
用
者
）
は
主
と
し
て
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
以
後
に
於
ふ
る
諸
情
勢
が
、
種
々
の
意
味
に
於
い
て
此
等
　
　
　
　
　
銀
行
の
立
場
を
困
難
に
導
き
、
躍
進
せ
る
五
大
銀
行
に
対
し
、
相
結
束
し
て
対
抗
す
る
の
必
要
を
感
ぜ
し
む
る
に
至
っ
た
こ
と
に
由
る
」
　
　
　
　
　
（
金
融
研
究
会
『
我
国
に
於
け
る
銀
行
合
同
の
大
勢
』
〔
一
九
三
五
年
〕
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
篇
第
二
四
巻
六
六
一
頁
）
　
　
（
２
）
　
伊
牟
田
敏
充
氏
の
「
大
正
期
の
金
融
構
造
の
矛
盾
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
示
す
」
も
の
と
し
て
あ
げ
て
お
ら
れ
る
「
都
市
所
在
の
中
位
　
　
　
　
　
銀
行
」
の
範
囲
及
び
概
念
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
数
量
的
に
6
1
・
炳
・
瓦
群
の
銀
行
を
都
市
所
在
中
位
銀
行
と
規
定
　
　
　
　
　
す
る
一
方
、
叙
述
中
で
は
Ｂ
群
の
銀
行
も
中
位
銀
行
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
金
融
恐
慌
に
お
け
る
矛
盾
の
爆
発
を
、
二
流
独
占
　
　
　
　
　
銀
行
（
Ｂ
群
）
の
再
編
と
、
周
辺
に
位
置
す
る
非
独
占
的
銀
行
（
0
1
・
炳
群
）
の
没
落
と
し
て
お
さ
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
伊
早
田
敏
　
　
　
　
　
充
「
大
正
期
に
お
け
る
金
融
構
造
」
大
内
力
編
『
現
代
金
融
』
〔
一
九
七
六
年
所
収
〕
）
。
　
　
（
３
）
　
「
遊
資
処
分
離
の
意
義
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
三
一
年
六
月
一
五
日
号
、
八
頁
。
　
　
（
４
）
　
前
掲
、
高
橋
亀
吉
『
日
本
金
融
論
｀
　
一
三
一
～
一
三
五
頁
。
－340－
